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自生環境

生育を脅かす要因

林の縁や道ばたなど、 身近な場所に普通に見られる落葉低木
～小高木です。 樹木ですが、 太い幹が目立つという感じでは
なく、 株もとから比較的細い枝が何本も分かれ、 しなだれるよ
うに長くのびていきます。

市内全域にごく普通で、 今のところ
絶滅の心配はありません。 しかし目
の敵にしすぎるのは考えもの。 地域
に育つ野の花として、 やさしく見守る
気持ちを大切にしたいところです。

　植物の顕微鏡観察で重宝したのが、 このニワトコ
です。 と言っても、 ニワトコそのものが観察材料と
なったわけではなく、観察を手助けするための道
具として最適だったのです。 幹や枝の中には、 発
泡スチロールのような質感の、やわらかくて太い
「髄」 が詰まっています。 顕微鏡で観察するために
は検体を薄くスライスする必要がありますが、 この
髄にはさんで切るとうまくいくのです。

顕微鏡観察にニワトコ

道ばたや林の縁などで、 ご
く普通に見られます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

林縁、道ばた など

漢字で接骨木 （セッコツボク） と書いて、 ニワトコの読みを当
てることもあります。 古い時代、 枝を煎じてつくった湿布を骨折
した部分にあてて治療したことに由来すると考えられています。

春、 芽吹きとともに小さな白い花を咲かせます。 ひとつひとつ
の花の直径は３～５ mm ほどですが、 茎の先にびっしりとつくた
めよく目立ちます。 6～７月ごろに赤くて丸い果実ができます
が、 味が悪く食用には向きません。 果実が黄色く熟すキミノニ
ワトコという品種もありますが、 稀です。

市内の分布状況

日本在来
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ニワトコ（接骨木）

Sambucus racemosa L. subsp. sieboldiana (Miq.) H.Hara

今のところ特になし

レンプクソウ科 ニワトコ属

キミノニワトコ

品種

初夏に赤い果実が
できるものの、
不味くて食べられない

黄色い果実をつけるもの

冬芽はぷっくりと
膨らんだかたち

春になると、
新芽と同時に
つぼみが出る

小さな
白い花が
びっしりと
かたまりに
なってつく

花びらは強く
反りかえる。
上から見ると
花びらが
無いように
見える


